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Security measures news





   大阪府安全なまちづくりボランティア団体表彰





















































大淀防犯協会


豊崎支部





ブルーガード


なかむら





美加の台防犯


協力見守り隊





防犯・防火


ひふみ会





魚本流青色防犯パトロール隊





春木地区


市民協議会





１０月29日に、知事公館において、各地域で防犯活動を活発に行っている府内６つの防犯ボランティア団体に対し、大阪府知事より表彰状が授与されました。


各団体とも、地域の子どもの安全を確保し、地域防犯力の向上のため、日々見まもり活動や、防犯パトロールに従事するなどご活躍されています。
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地域における防犯活動等の取組
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河南町大宝地区では、１０月に地区の祭りである「大宝祭」が開催されました。


祭りにおいては、地域住民と行政、警察が協力してブースを設け、ひったくり防止カバーの配布や「こども１１０番」活動の啓発を行いました。


　ひったくりといった身近な犯罪や、地域の子どもを守ることについて、祭りに来られた方々に呼びかけ、防犯に対する認識を高めてもらうことができました。





交野市倉治地区では、防犯ボランティアの方々が、小学生の登校時に交差点等で交通整理をするなどして、子どもの見まもり活動を行っています。


　この活動は、同地区では「朝のあいさつ運動」と呼ばれており、防犯ボランティアの方々と、子ども達とのコミュニケーションの場にもなっております。


　また、同地区では、青色防犯パトロール車での警戒活動も行い、子どもの安全に隙がない活動を展開しています。





大宝祭における防犯キャンペーン





まもなく冬休みになり、子ども達が夜間に外出する機会が増えます。


夜遅くに子どもが外出することは、犯罪被害や少年非行のきっかけになりやすいことから、大阪府青少年健全育成条例では、保護者は、正当な理由がある場合を除き、夜間に青少年を外出させないよう努めなければならない旨を定めております。


府内の皆さんにも、ぜひ地域の子どもへの見まもりをお願いします。





※外出させては 　 １６歳未満の者：午後８時～翌日の午前４時


ならない時間 　　１６歳以上１８歳未満の者：午後１１時～翌日の午前４時








子どもの犯罪被害や非行防止にむけて





倉治地区における「朝のあいさつ運動」








